


骨折のずれは手を引っ張ったり、押し込んだりして、もとの形近くに戻して、ギプスで固定します。ギプス
固定中であっても手指はつとめて動かすようにします。
ギプス固定をしても、またずれてしまうような場合には、手術が必要なこともあります。
骨折部のずれが大きかったり、粉砕の強い場合には、最初から手術したほうが良いことがあります。
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